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　 本 発 明 方 法 に 用 い る 還 元 性 物 質 に 特 に 制 限 は な く 、 例 え ば 、 水 素 ガ ス な ど の 還 元 性 気 体
、 ギ 酸 、 ア ル デ ヒ ド 、 ア ル コ ー ル な ど の 有 機 還 元 性 物 質 、 ヒ ド ラ ジ ン 、 硫 化 水 素 な ど の 無
機 還 元 性 物 質 、 次 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 次 亜 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム な ど の 次 亜 硫 酸 塩 、 亜 硫 酸 ナ
ト リ ウ ム 、 亜 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム な ど の 亜 硫 酸 塩 、 亜 硫 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 亜 硫 酸 水 素 ア ン
モ ニ ウ ム な ど の 亜 硫 酸 水 素 塩 、 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 亜 硝 酸 ア ン モ ニ ウ ム な ど の 亜 硝 酸 塩 な
ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 中 で 、 水 素 ガ ス は 副 次 的 な 汚 染 を 生 ず る お そ れ が な く
、 洗 浄 後 の リ ン ス に 対 す る 負 荷 が 小 さ い の で 、 特 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 還
元 性 物 質 と し て 、 過 酸 化 水 素 を 用 い る こ と も で き る 。 過 酸 化 水 素 は 、 通 常 、 酸 化 剤 と し て
使 わ れ る が 、 酸 化 力 の 強 い オ ゾ ン の よ う な 酸 化 剤 を 併 用 す る と 還 元 剤 と し て ふ る ま う 。 過
酸 化 水 素 は 、 一 般 的 に ウ ェ ッ ト 洗 浄 工 程 で 使 用 さ れ て お り 、 高 純 度 品 が 容 易 に 得 ら れ る 。
水 素 ガ ス と 同 様 に 、 電 子 材 料 の 汚 染 源 と な る お そ れ が な く 、 実 用 的 で あ る 。
　 本 発 明 方 法 に お い て 、 オ ゾ ン 溶 解 洗 浄 水 に 還 元 性 物 質 で あ る 水 素 ガ ス を 混 合 す る 方 法 に
特 に 制 限 は な く 、 例 え ば 、 オ ゾ ン 溶 解 洗 浄 水 に 気 体 状 の 水 素 ガ ス を 直 接 吹 き 込 む こ と が で
き 、 あ る い は 、 オ ゾ ン 溶 解 洗 浄 水 に 水 素 ガ ス 溶 解 水 を 混 合 す る こ と も で き る 。 水 素 ガ ス 溶
解 水 を 用 い る と き 、 溶 存 水 素 ガ ス 濃 度 は ０ .０ １ ｍ ｇ ／ リ ッ ト ル 以 上 で あ る こ と が 好 ま し
く 、 ０ .１ ｍ ｇ ／ リ ッ ト ル で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 溶 存 水 素 ガ ス 濃 度 が ０ .０ １ ｍ
ｇ ／ リ ッ ト ル 未 満 で あ る と 、 オ ゾ ン 溶 解 洗 浄 水 に 混 合 す べ き 水 素 ガ ス 溶 解 水 の 量 が 多 く な
っ て 、 電 子 材 料 に 接 触 す る と き の 洗 浄 水 の 溶 存 オ ゾ ン 濃 度 が 低 く な り す ぎ る お そ れ が あ る
。
　 本 発 明 方 法 に 用 い る 水 素 ガ ス 溶 解 水 の 製 造 方 法 に 特 に 制 限 は な く 、 例 え ば 、 超 純 水 へ の
水 素 ガ ス の バ ブ リ ン グ 、 気 体 透 過 膜 を 内 臓 し た モ ジ ュ ー ル の 利 用 な ど を 挙 げ る こ と が で き
る 。 こ れ ら の 中 で 、 気 体 透 過 膜 を 内 蔵 し た モ ジ ュ ー ル は 、 高 純 度 か つ 高 濃 度 の 水 素 ガ ス 溶
解 水 を 容 易 に 得 る こ と が で き る の で 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。 特 に 、 前 段 に 膜 脱 気 装 置
を 設 け て ２ 段 階 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 ２ ０ ℃ 、 ０ .１ Ｍ Ｐ ａ に お け る 飽 和 濃 度 で あ る １ .
６ ｍ ｇ ／ リ ッ ト ル の 水 素 ガ ス 溶 解 水 を 、 余 分 な 水 素 ガ ス を 無 駄 に 消 費 す る こ と な く 製 造 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 最 近 の ウ ェ ッ ト 洗 浄 工 程 に お い て は 、 主 と し て 微 粒 子 の 除 去 な ど

以 上



を 目 的 と し て 水 素 ガ ス 溶 解 水 が 用 い ら れ る 場 合 が 多 い の で 、 オ ゾ ン 溶 解 洗 浄 水 が 用 い ら れ
る 洗 浄 設 備 又 は そ の 付 近 で 水 素 ガ ス 溶 解 水 が 用 い ら れ て い る 場 合 に は 、 そ の 一 部 を 分 岐 し
て 使 用 す る こ と が で き る 。
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